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10月15日（金）� 第32回 定期総会／名古屋市民会館

　9月10日（金）� 第32回 入塾式／名古屋中小企業振興会館

　8月 6日（金）� 卒業式・青経祭／ウエスティンナゴヤキャッスル

今後の予定

　32塾生の卒業旅行は、モナコ・パリの二都市であった。「一流に触

れる」ことが、この旅行の目的である。パリでの宿泊は名門リッツホテ

ルであった。

　利便性が重視される昨今、この一流ホテルは誠に不便であった。

増築を続けた建物内部は複雑で、エレベーターも乗りつがなければ

目的地にはたどり着けない。しかし、調度品の数々からは時代の重み

と誇り高き文化を感じることができた。壁の大きなタペストリー、クリス

タルのシャンデリア。また、それらを所有するホテルを職場とする人た

ちのプライドも一流であった。ロビーのソファのクッションは、いつで

も座り心地のよいように、厚みを整えられていた。玄関のドアボーイ

は少女にも挨拶を忘れない。

　リッツに滞在中、32塾生は一生の思い出を二ついただいた。

　一つは、夕食後、サロンで遠山先生と過ごしている時であった。サ

ロン中央のピアノで、ちょうど演奏がおこなわれていた。先生が、同席

していた女性塾生をダンスに誘ってくださったのだ。

先生はおっしゃられた「おそらく、ここでダンスを踊る日本人など他に

はいないでしょう」。その意味は、「世界の中央でも、日本人として堂々

と」という意味があった。

　もう一つは、最終日のパーティーである。なんと、私たちはリッツク

ラブで行うことができたのだ。リッツクラブは、ここに宿泊することがで

きるその時代の一流人が、食事をし、その時間を楽しむ場所である。

この日は、休業日ということで私たちに幸運が巡ってきたのだ。

　パーティーでは、リッツのスタッフの素敵な心配りによる、特製デコ

レーションケーキで、少し早い先生のお誕生日をお祝いすることがで

きた。これは、私たち塾生にとって大きな喜びであった。

　その時間、席について食事をしていたのは日本からきた私たちだが、

どこかの椅子には、フランスの首相が座り、かのダイアナ妃も座った

はずである。先生は感慨深げにその意味を私たちに問われた。私た

ちは、偉大なかつての客人と時間を超え、空間を共有したのである。

　今、ここに存在する自分は、長い歴史を経て、作り上げられた世界

の中の一員である。私たちの生き方が、これからの歴史を作り、文化

を受け継いでいくのである。旅行中の先生のお言葉、姿勢から何度も、

そう教えていただいた。遠山先生に感謝し、これからの人生で、その

役割に相応しい人間になりたいと、強く感じた旅行であった。

＜第３２塾　大野智恵美＞
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リッツクラブにて塾主を囲む

「中小企業を元気にする方」 「デジタル時代  あなた自身どうなりたいですか？」

　現在の政治という観点から、経済の動向を語る紺谷氏は、デフレ不

況の中、小泉政権が緊縮財政政策を断行したり、公共事業の削減を

行ない、更なる景気の悪化を招いたと語る。今の景気も、日本経済が

回復したとは言い切れないと断言する。小泉政権発足時は14,000円

台の株価であり、底値の7,000円台からは50％上げたとは言え、まだま

だ現状回復していない。

　そんな中、我々中小企業経営者の生き残る道は、強みを探すことだ

という。経済は二極分化し、安いものが売れる市場と大型液晶テレビ

や高級紳士服に代表されるぜいたく品の市場が存在している。これら

の市場において、面白さ・こだわり・きめの細かなサービスを実現出来

るのは、小回りのきく中小企業である。また、そうした中小企業が連携し

て、更なる強みを実現していくことの大切さを強調された。

　「これからは、デジタルな人間が成功する」と語る横山氏。それは、や

るかやらないかを選択し、そこで選択した道をひたすらやり続けることが

出来る人間を意味する。また、単に頑張ると言っているだけの人はダメ

だともいう。何に対して頑張るのか明確に言えなければ、心意気ばかり

で意味がない。横山氏曰く、会社を立ち上げた当初は、多くの借金を抱

えたこともあった。しかし、そこには、危機感はあっても不安感は全くなかっ

た。自分自身が目指す場所が明確になっていれば、将来に不安はない。

それは、企業理念に対して事業戦略がしっかりと構築されていることを

意味しているに他ならない。

　会社の組織についても、「目的・目標がはっきりしていて、同じ考え方

を共有出来る仲間がいる会社は伸びる」と語る。人間は期待されてい

ると思えば、自ずと頑張るものであるともいう。経営者と社員とがやって

いいこととやるべきでないことを明確にして、同じ思いで結果を出すこ

との出来る会社は、必ずや一番高い山の頂に到達出来るに違いない

と勇気づけられるひとときであった。
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